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　，を実数とする。放物線  を軸方向に，軸方向にだけ

　平行移動し，さらに，軸に関して対称移動すると放物線  と一致する。

　このとき， ， である。

　辺の長さが，，である三角形の面積は  である。

　個の玉を，，の人で分ける。どの人も少なくとも個の玉をもらうもの

　とすると，分け方の総数は 通りである。ただし，個の玉は区別でき

　ないものとする。

　との正の公約数は全部で 個ある。

　でないつの実数，，が
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
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 である。

　整式   を
 で割ると余りがであり，  で割ると余りがで

　ある。   を
 で割ったときの余りは  である。

　関数 
      について，とおくと，

　    となる。また，は


のとき最小値

　をとる。

　直線に関して，点 ， と対称な点の座標は

　 ， である。

　からまでの自然数のうち，で割ってもで割っても余る数の総和は

　 である。
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　点を中心とする半径の円周上に点，，があり，を３

満たしているとする。

　  である。

　･ である。

　三角形の面積を  ，三角形の面積を  とすると，



 である。

　四角形の面積は  である。

　関数        について，曲線   をとし，上の点４

 ，   における接線をとする。

　   は， のとき最小値 をとる。

　の方程式は  である。

　とのつの共有点のうち，以外の点の座標は ， ，

　 ， である。

　とで囲まれたつの部分の面積の和は である。
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